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【議題１】新庁舎建設問題について

議会ではどのように方針を決めたのか。

町田議長 特別委員会のなかで、合併特例債を
利用して庁舎を建てるべきと１１対３で議決した。

議会で建設反対と議決していれば、１，４００万円
使って住民投票をしなくてもよかったのではな
いか。
鵜瀬議員（庁舎建設特別委員長） 検討委員会
の方向性を出すための可決であって、最終的に
賛否を取る前に、市長から民意を直接問いたい
との意向を受け、住民投票の結果で終結した。

議決権を行使せず、市民に任せたのではないか。

町田議長 建設反対署名運動も起こっていて、
どちらにしても住民投票になっていた。又、４
町での説明会で少数しか集まらず、多数の意見
を反映させるため住民投票条例を可決した。間
違った方法とは思っていない。

昨年６月に実施されたアンケートで６４％が反対
という結果を受け建設断念すれば良かった。
町田議長 新庁舎は、今のまま４庁舎を残して
住民サービスは変わらず、行政改革を進めるう
えでも一元化して行政経費の削減につなげるべ
き。庁舎は災害時においての防災拠点でもある。

【その他】
昨年要望した芦辺のジェットフォイル発着所を
フェリー発着所と同じ場所への移転問題の進捗
状況は。
深見議員（産業建設常任委員長） 砂置き場移
転の問題を、県と事業者において検討中。

バス路線の変更・バス停の移転は事業者や国交
省の問題等あると思うが、現状にあった路線変
更をお願いしたい。
町田議長 利便性を考えながら市・県と協議し
ていく。

既存の庁舎の耐震診断結果で強化が必要となっ
たら合併特例債が利用可能なのか。
鵜瀬議員（庁舎建設特別委員長） 市長の意向
では合併特例債を可能な限り活用していきたい
とのことで、議会としても間に合うよう申し入
れる。

昨年の一般質問でソーシャルネットワーキング
サービス（SNS）を利用して壱岐市フェイスブッ
クは活用しないという答弁だった。今後どうい
う対策をされるのか。
赤木議員 その後、壱岐市に対して提案はでき
ていない状況。壱岐市議会では今後 ICT 推進
特別委員会を設置し、議案のペーパーレス化や
無料フェイスブックで情報発信を検討していく。

勝本立石西触にあった６００㎡の船だまりが埋め
立てられた。代替工事を検討していただきたい。
深見議員（産業建設常任委員長） 実態を把握
していないので、市へ確認する。

【要望】
◎公共のケーブル電線が雑木等に覆われている。大雨
後に落ち葉等が堆積して通行に支障をきたしている
場所もあるので全危険箇所を計画的に改善を。
◎人口減少対策の一環として、自衛隊を誘致し旧中学
校を活用できないか。長崎レインボー（高速バス）
の復活の検討を。

５月１４日 勝本会場 参加人数：２２名
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【議題１】新庁舎建設問題について

１，４００万円も使って住民投票する必要はなかっ
た。結果を踏まえて、どう考えているのか。
鵜瀬議員（庁舎建設特別委員長） 今後は結果
を尊重して合併特例債を活かして改修を図って
いく。

庁舎建設に関する調査を目的とした特別委員会
が何故その調査が出来なかったのか。
もう１点、調査報告で市の振興と人材育成を

図ってもらいたいということを市に要望してい
る具体的な説明を。
鵜瀬議員（庁舎建設特別委員長） 耐震調査に
ついて、実際予算をつけて調査をするとした場
合５～６ケ月かかる。基となるデータは国交省
の基準単価を基に算出されている。合併特例債
を活用するので期間が足りず、そのまま使用し
た。
人材育成については、教育と施設を併せて産

業開発につなげていきたいと考えている。

議長からは、結果は５，６年後に出る、将来は
絶対建ちません、もっと厳しくなる。というこ
とは、議員が展望を示せないと言っていること
か。
町田議長 確かに今建てないと１０～１５年は財政
的に建てることが困難であると考えて結論をだ
した。

【その他】

かたばる病院跡地についてどう考えているか。
環境も良いので老人福祉施設でもいい。地域住
民として何か利用してほしい。
豊坂議員（総務文教厚生常任委員長） かたば
る病院跡地は市と協議をしながら方向性を決め
ていく。

九郵とガソリンの値段の事を言いたい。福岡は
ガソリンが１㍑１３９円で壱岐は１７０～１８０円。ふ
るさと納税についても、平戸市は２３億。議員の
智恵を借りたいと思うが。
鵜瀬副議長 航路運賃とガソリンについては国
境離島新法を制定して、問題解決をしようとし
ている。ふるさと納税についても、１億円を目
標にしてパンフレット等を改善している。

【要望】

◎基幹産業である農業・漁業が大切だが、予算のなか
で水産振興をみても施設整備では、漁業者の収入に
つながらない。畜産も多頭飼育が難しい。やる気を
起こさせるためどういう条件を整備すればよいか、
議員・行政が考えてほしい。地域の声を聴いて何が
欠けているか具体的な声を集めてから活性化に取り
組んでもらえれば展望も見えてくる。
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壱岐市へ ようこそ‼
壱岐市議会は、壱岐の活性化を図るため、他市町村議会を訪問し、行政調査を行っています。本市へも各市町

村議会から行政施策等の事業調査及び意見交換を目的として来島されています。今年度の視察団は以下のとおり
です。（平成２７年７月３１日現在）

期 日 議 会 名 会派 等 人数 議 題

５月１３日

佐渡市
（新潟県）

産業建設常任
委員会

９
キャトルブリーディングステーションを活用した畜産
振興策

与論町
（鹿児島県）

総務厚生文教
常任委員会

５

地域ぐるみの防災、防犯意識高揚のための取り組み
出産・子育て支援の取り組み
離島航路運賃の軽減対策
地域おこし協力隊の現状と展望

６月４日
新居浜市
（愛媛県）

自民クラブ １１
長崎国体について
一支国博物館について

７月１日
石垣市
（沖縄県）

総務財政
委員会

９
ふるさと納税の取り組み
新市庁舎建設の取り組み
一支国博物館について

７月６日
人吉市
（熊本県）

新生クラブ ４ 自主防災組織の機材整備事業

７月１６日
座間市

（神奈川県）
ざま大志会 ４

いきいき食の原産国構想について
空き店舗事業について

７月２２日
八千代市
（千葉県）

新未来
維新の党

３
壱岐の幸サポーター制度について
いきいき食の原産国構想について

※注釈：「いきいき食の原産国構想」···農・水産物を原材料とする加工品のブランド化の推進や流通・販売体制の整備に
取り組み、産業の活性化と雇用の確保に向けた食の原産国づくりを進めています。

石垣市 行政調査の様子

一支国博物館視察 事業説明
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市民・事業者

協働

●景観形成への理解・関心
●積極的な景観形成の取り組み
●景観形成に関する施策への参加・協力

行政
●景観形成に関する施策の策定・実施
●公共施設整備等における景観形成の先導的役割
●景観形成に関する支援や情報提供
●景観づくりの意識啓発

団体
（NPO法人、地域団体など）
●景観形成活動の実施
●景観形成施策に対する提案
●景観形成への取り組み支援

軽減割合 判 定 所 得
７割軽減 ３３万円（基礎控除額）以下
５割軽減 ３３万円＋（２６万円×被保険者数＋特定同一世帯所属者数）
２割軽減 ３３万円＋（４７万円×被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

※特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し継続して同一の世帯に属する方
をいいます。

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 合 計
平成２６年度 ５１０，０００円 １６０，０００円 １４０，０００円 ８１０，０００円
平成２７年度 ５２０，０００円 １７０，０００円 １６０，０００円 ８５０，０００円

４～６月会議で決めたこと
●長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について
対馬いづはら病院と中対馬病院を統合し、対馬病院として、引き続き病院企業団で経営するため、改正を行
うもの。

●壱岐市国民健康保険税条例の一部改正について
改正に伴い保険税の課税限度額の見直し、及び軽減措置の拡充を行うもの。

軽減対象世帯の拡大と課税限度額の変更について

○所得が一定以下の世帯に係る軽減対象の基準額の変更について

○課税限度額（課税の上限額）の変更について

●壱岐市税条例等の一部を改正する条例について
地方税等、一部改正に伴い⑴個人住民税 ⑵法人市民税 ⑶固定資産税 ⑷軽自動車税等の改正を行うもの。

●壱岐市立特別養護老人ホーム条例の廃止について
平成２７年１０月１日を以て、特別養護老人ホーム及び同附属デイ・サービスセンターを社会福祉法人へ移管す
るため、廃止。

●壱岐市景観条例の制定について
壱岐の景観を市民の共有財産として後世に継承するとともに、壱岐の魅力を活かした良好な景観形成を図る
ため条例を制定するもの。

推進体制
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●平成２７年度各会計予算一覧 （単位：千円）
会 計 名 現計予算額 ４月補正額 ５月補正額 ６月補正額 補正後予算額合計
一 般 会 計 ２０，８６８，５２４ ０ １４，０００ ５６４，９８２ ２１，４４７，５０６

特
別
会
計

国民健康保険 ５，５９４，５３２ ５，５９４，５３２
後期高齢者医療 ３０５，６２９ ３０５，６２９
介護保険 ３，３２７，７２８ ５，１４１ ３，３３２，８６９
簡易水道 ９５１，４７６ ２，０８７ ９５３，５６３
下水道 ４４５，２０４ ６，２９６ ４５１，５００
特養老人ホーム ４０６，３２６ ４０６，３２６
三島航路 １３３，９１１ １３３，９１１
農業機械銀行 １２８，１９２ １２８，１９２

合 計 １１，２９２，９９８ １３，５２４ １１，３０６，５２２
一般会計・特別会計の合計 ３２，１６１，５２２ ０ １４，０００ ５７８，５０６ ３２，７５４，０２８

一般会計の４月～６月補正額計 ５７８，９８２千円
特別会計の４月～６月補正額計 １３，５２４千円
一般会計＋特別会計補正後の予算総額 ３２７億５，４０２万８千円

平成２７年度

補正予算

※平成２７年度企業会計補正予算はありません

どえ～な予算のあると
●壱岐市結婚応援隊事業（新規）市単独 １，１００千円
結婚応援隊の仲立ちにより成婚に至った場合、

結婚応援隊員に成婚奨励金を支給する。
１組につき２００千円×５組＝１，０００千円
チラシ印刷代 １００千円

●臨時福祉給付金給付事業（新規） ６９，５７１千円
消費税率が８％へ引き上げられたことにより、所得の低い方々への負担の影響に鑑み、暫定的・臨時的な措置
として支給（給付金６，０００円／人）。国１０割補助

●子育て世帯臨時特例給付金給付事業（新規） １３，２０８千円
消費税率が８％へ引き上げられたことにより、子育て世帯への影響を緩和し、子育て世帯の消費の下支えを図
るため臨時的な措置として支給（給付金３，０００円／人）。国１０割補助

●畜産競争力強化対策整備事業（新規） １７，７７４千円
畜産の収益性向上を図るために必要な家畜飼養管理施設等の整備を行う。
事業費 ２０，５１８千円 牛舎・堆肥舎各１棟（国５０％・県１３．５％以内・市１０％）
繁殖牛導入２，７５０千円 妊娠牛１０頭分

【成婚奨励金制度】

仲人の仕組み ・事前に登録（担当：政策企画課）

仲人の要件 ・市内に住所を有する既婚者
・仲人活動を業として行っていない者

未婚者の要件
・結婚した夫婦が永住を前提として市内に
住所を有し、又はその生活の本拠地を市
内に有すること

奨励金額 ・成婚１組につき２０万円

支給要件
・仲人活動の結果としての結婚であること
・仲人の三親等以内の親族（甥っ子まで）
の結婚でないこと
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委員会レポート

予 算特別委員会
平成２７年度壱岐市一般会計予算額（臨時福祉
給付金給付事業・子育て世帯臨時特例給付金給
付事業・しま共通地域通貨発行事業・市道維持
補修事業・公営住宅建設費等）５億６，４９８万２
千円を審査し可決した。

総 務文教厚生常任委員会
付託された議案５件、請願２件、要望１件を
審査した。全議案を可決し、請願・要望は意見
を付して採択すべきものとした。
［委員会意見］
◎請願第１・２号「へき地保育所における公平
な延長保育の実施についての請願」は、沼津・
初山へき地保育所共に、幼保連携認定こども
園等の設置ができるまでの間、預かり保育の
実施は必要とする。

◎要望第２号「壱岐市奨学金貸与制度（併給）
及び医療専門学校の修学資金制度の改善、見
直しについての要望」は、平成２３年陳情第４
号、壱岐市奨学金貸与制度の改善を求める陳
情は厳しい社会情勢の為、奨学金の償還が増
大している中、併給による多額の貸与は避け
るべきであるとし不採択となったが、現在長
崎県内の併給状況を調査した結果、７市２町
が併給していることから採択とする。

赤滝団地Ｂ

沼津へき地保育所 初山へき地保育所
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委員会レポート

産 業建設常任委員会
付託された議案６件、要望２件（継続審査１
件）を審査した。全議案を可決し要望２件を採
択した。
［委員会意見］
◎要望第１号「離島航路における海
上高速交通体系の維持」について
は、離島航路の存続と新船建造の
必要性及び要望趣旨も理解できる
ため採択した。一方、新船の建造
は技術・財政面など自社努力だけ
では困難が予想され、日本旅客船
協会内で検討を重ねるとともに
国・県・市と一体となった計画実
現に努められたい。

◎要望第３号「市の下水道料金を市内全て更改
平等の取り扱いについての要望」については、
過去の一般質問の市長答弁に基づき格差是正
について調整及び見直しの必要を考え採択と
する。尚、事業完了後は利用者間の不均衡が
生じないよう速やかに改善を図ること。

I CT 推進特別委員会
６月会議の議員発議第３号で ICT推進特別
委員会の設置が可決された。
構成委員は、委員長・中田恭一議員、副委員

長・赤木貴尚議員、委員・鵜瀬和博議員、今西
菊乃議員、音嶋正吾議員、土谷勇二議員、以上
６名で、今後、タブレット端末導入による議会
運営を推進していく。

海上高速船

第１回特別委員会の様子 タブレット端末
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鵜瀬委員長 市山副委員長

国境離島活性化推進特別委員会
委員長 鵜 瀬 和 博

国境離島の保全や人口維持、航路運賃の低廉
化、雇用機会の拡充などを目的とした国境離島
新法の制定に向け、４／２５対馬市に引き続き、
本市においても５／９総決起大会が開催されま
した。自民党離島振興特別委員長・谷川弥一衆
議院議員はじめ金子参議院議員、中村知事等多
くのご来賓出席の下、関係者約１３００人が参加し、
会場は溢れんばかりの熱気に包まれました。
また、５／２３新上五島町、五島市、５／３０小
値賀町においても総決起大会が盛大に開催され
ました。その後、６／１２県下離島３市２町の市
町長、議長、国境離島特別委員長、期成会関係
者が集まり、東京において谷川離島振興特別委
員長同行の下、菅官房長官や領土に関する特命
委員会額賀委員長など関係国会議員並びに省庁
などへ要望活動を行いました。地元国会議員を

はじめ谷川離島振興特別委員長を中心に議員立
法として、延長が決まった今国会での成立を目
指し、現在、法案の作成や各党との調整に日夜
を問わず、精力的に活動していただいています。
今国会で成立すれば１０年間の時限立法として来
年４月から施行予定であり、運賃助成や漁業支
援、雇用拡充など離島の抱える諸課題解決の力
強い法律となります。そのため今後とも法制定
の後押しとして県下離島３市２町をはじめ全国
の特定国境予定離島の議会がさらに協力し、要
望活動の継続と離島の更なる気運の醸成を図ら
なければなりません。市民皆様のご支援よろし
くお願いします。

市民４代表による意見発表

ガンバロー三唱
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一 般 質 問

Ｑ

深
見

義
輝
議
員

Ｑ

施
設
の
充
実
化

本
年
で
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
工
事
が

終
了
す
る
が
、
そ
の
他
の
施
設
、
特
に
下

水
道
施
設
へ
の
改
善
は
早
急
に
す
べ
き
。

Ａ

教
育
長

計
画
的
改
修
を

現
場
踏
査
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
年
次

計
画
を
も
っ
て
整
備
・
改
修
に
努
め
る
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税

期
待
大
の
ジ
ャ
ン
ル
を
。
壱
岐
の
温
泉

も
含
め
宿
泊
券
等
検
討
す
べ
き
。
メ

ニ
ュ
ー
拡
大
し
、
壱
岐
出
身
者
だ
け
で
な

く
幅
広
く
国
民
に
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
宣
伝
に
も
努
力
を
。

Ａ

市

長

温
泉
券
や
宿
泊
券

の
導
入

ポ
イ
ン
ト
制
等
の
導
入

と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に

つ
い
て
も
検
討
中
。
温
泉

券
や
宿
泊
券
も
考
慮
し
た

い
。又
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
週
刊

誌
等
で
情
報
発
信
す
る
。

Ｑ

壱
岐
版
総
合
戦
略
に

壱
岐
の
最
大
の
課
題
「
働
く
場
」
を
創

る
の
が
急
務
。「
和
牛
の
島
・
壱
岐
」
と

し
畜
産
で
島
を
活
性
す
る
事
業
の
展
開
を
。

Ａ

市

長

農
業
法
人
化
の
推
進
で

法
人
組
織
に
よ
る
肉
用
牛
の
経
営
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
総
合
戦
略
に
入

れ
た
い
。

Ｑ

観
光
振
興
の
推
進

イ
ル
カ
パ
ー
ク
の
整
備

を
。
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、

集
客
手
段
の
具
体
策
を
。

Ａ

市

長

一
大
イ
ベ
ン
ト
化

へ
努
力

改
善
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
検
討
中
。
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
は
地
域
と

の
相
談
を
な
す
。

Ｑ

心
豊
か
な
教
育

全
国
的
に
児
童
・
生
徒
を
巻
き
込
む
未

成
年
者
の
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
本
市

の
現
状
と
教
育
現
場
の
把
握
と
対
策
は
、

又
、
未
然
に
防
止
す
る
に
は
地
域
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
体
制
は
。

学
校
環
境
の
変
化
に
溶
け
込
め
ず
不
登

校
の
生
徒
が
い
る
が
、
現
状
と
対
策
は
。

又
義
務
教
育
修
了
後
（
高
校
）
の
共
有
体

制
と
対
象
者
へ
の
ケ
ア
は
。

ゼ
ロ

Ａ

教
育
長

目
指
す
五
つ
の「
０
」

平
成
２６
年
度
の
少
年
犯
罪

は
２２
件
。
全
て
小
中
学
生
以

外
で
問
題
行
動
は
見
ら
れ
な

い
。
今
後
も
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
地
域
及
び
関
係
機
関
と

連
携
し
未
然
防
止
を
図
る
。

不
登
校
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
設
置
し
て
い
る
。
本
年
、

県
教
委
よ
り
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
さ

れ
心
の
ケ
ア
に
務
め
る
。
高

校
に
お
い
て
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
定
期
的
に
配

置
し
対
応
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

魅
力
あ
る
島

観
光
振
興
計
画
に
お
け
る
ハ
ー
ド
的
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
今
後
の
対
策
は
。

推
進
を
図
る
に
は
、
観
光
連
盟
や
関
係

者
の
協
力
が
必
要
。
今
後
の
共
有
対
策
は
。

Ａ

市

長

着
地
型
観
光
へ
の
展
開

年
次
的
に
計
画
し
整
備
中
。
観
光
連
盟

に
「
観
光
資
産
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
委
託
。
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

期
待
。

Ｑ

活
力
あ
る
産
業

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
と
若
年
層
の
島
外
流
出
な
ど
一
次

産
業
（
農
業
）
の
新
た
な
振
興
策
が
必
要

で
は
。

Ａ

市

長

第
８
次
営
農
振
興
計
画
で

県
が
平
成
２８
年
度
に
�
人
を
呼
び
込
み

地
域
が
賑
わ
う
社
会
�
の
実
現
に
向
け
計

画
を
策
定
。
行
政
・
農
協
が
連
携
し
新
し

い
振
興
策
を
模
索
す
る
。

豊
坂

敏
文
議
員

７人が登壇

めざす５つの『０』

いじめ 不登校 体罰 児童生徒
の事故 不祥事

イルカパーク
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一 般 質 問

音
嶋

正
吾
議
員

Ｑ

組
織
機
構
の
見
直
し
を

①
組
織
機
構
等
行
財
政
改
革
が
必
要

で
は
。

②
外
務
省
派
遣
の
副
市
長
着
任
予
定
は
。

現
副
市
長
と
の
事
務
区
分
は
。

③
今
後
は
営
業
部
署
が
必
要
。
政
策
企
画

課
と
観
光
商
工
課
の
同
部
屋
化
を
。
企
業

誘
致
専
任
の
配
置
を
。

④
現
芦
辺
庁
舎
に
市
民
福
祉
課
、
子
ど
も

家
庭
課
、保
護
課
を
追
加
配
置
す
れ
ば「
ゆ

り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
一
貫
し
た
支
援

が
可
能
で
は
。

Ａ

市

長

随
時
進
め
て
い
く

①
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
随
時
組
織
、
事
務
分
掌
の
見
直

し
を
行
う
。

②
着
任
は
９
月
頃
。
地
方
創
生
に
関
す
る

内
容
を
担
当
さ
せ
る
。

③
観
光
商
工
課
中
心
に
、
企
業
誘
致
活
動

を
展
開
中
で
、
人
員
配
置
の
強
化
を
検
討

す
る
。
両
課
の
同
部
屋
化
は
耐
震
化
す
る

中
で
可
能
な
ら
確
保
し
た
い
。

④
各
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
に
合
わ
せ
機
構

改
革
も
早
急
に
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

遊
休
施
設
管
理
計
画
及
び
活
用
は

①
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
予
定
と

対
象
物
件
は
。

②
旧
箱
崎
中
は
障
害
者
支
援
施
設
、
旧
鯨

伏
中
は
医
療
福
祉
専
門
学
校
予
定
。
サ
ン

ド
ー
ム
、
廃
校
他
施
設
の
再
利
用
計
画
は
。

市
民
ア
イ
デ
ア
公
募
の
結
果
は
。

③
今
後
は
子
ど
も
や
教
育
、
人
材
育
成
に

投
資
す
べ
き
。
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
加
え
、
旧
那
賀
中
を
喫
茶
店
等
付
設

図
書
館
な
ど
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
に
。

④
空
い
た
教
員
住
宅
等
を
単
身
用
住
宅
へ

活
用
を
。

Ａ

市

長

平
成
２８
年
度
末
ま
で
に
策
定

①
公
共
施
設
等
現
況
調
査
を
行
い
、
施
設

カ
ル
テ
を
作
成
し
、
戦
略
的
行
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
で
平
成
２８
年
度
末
ま

で
に
策
定
。
土
地
約
６
２
２
万
㎡
、
建
物

１
、０
１
４
棟
約
２９
万
㎡
、
道
路
延
長
約

１
、４
０
０
㎞
、
橋
梁
３
、０
８
２
ｍ
な
ど
。

②
廃
校
舎
活
用
は
現
在
ま
で
６
月
会
議
提

案
以
外
に
は
な
い
。
サ
ン
ド
ー
ム
に
つ
い

て
も
提
案
は
あ
っ
た
が
、
実
現
し
て
い
な

い
。

④
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
単
身
用
や
離
島
留
学
等
是

非
、
検
討
し
た
い
。

Ａ

教
育
長

ま
ず
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る

③
石
田
・
郷
ノ
浦
図
書
館
の
管
理
検
索
シ

ス
テ
ム
等
を
充
実
さ
せ
、
将
来
的
に
は
学

校
、
地
区
公
民
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

蔵
書
の
充
実
に
取
り
組
む
。

鵜
瀬

和
博
議
員

Ｑ

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

①
合
併
を
し
て
行
政
機
能
の
整
理
統
合
が

優
先
さ
れ
、
住
民
主
権
が
充
分
機
能
し
て

い
な
い
。

②
地
域
内
の
中
小
企
業
を
育
て
地
域
内
再

投
資
力
、
地
域
内
が
豊
か
に
な
る
よ
う
公

共
調
達
方
法
を
改
善
す
べ
き
。

③
島
内
の
雇
用
環
境
は
県
内
最
低
を
推
移

し
て
い
る
。
短
期
的
に
雇
用
の
確
保
を
す

る
た
め
、
大
胆
な
補
正
予
算
を
組
む
べ
き
。

Ａ

市

長

地
方
創
生
に
大
き
な
期
待

①
合
併
を
し
て
特
例
債
を
活
用
し
て
社
会

資
本
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

合
併
の
効
果
は
各
人
で
相
違
が
あ
る
。

②
特
例
債
を
充
当
し
た
事
業
発
注
で
改
善

す
べ
き
点
が
あ
っ
た
事
は
認
め
る
。
改
善

見
直
し
を
す
る
。

③
投
資
的
経
費
「
公
共
事
業
」
は
３０
億
円

当
初
予
算
で
計
上
。
今
回
５
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

市政を質す

盈科小学校耐震工事
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一 般 質 問

Ｑ

呼
子

好
議
員

Ｑ

地
方
創
生
の
構
想
と
取
り
組
み

①
政
府
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
総
合
戦
略
基

本
方
針
目
標
と
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

壱
岐
市
の
構
想
と
取
り
組
み
は
。

②
創
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
若
者
や
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
の
登
用
は
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ

市

長

広
く
市
民
の
意
見
を
聴
く

①
創
生
会
議
や
市
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

て
練
り
上
げ
る
。

②
創
生
会
議
の
委
員
に
若
者
の
登
用
は
考

え
て
な
か
っ
た
。

会
議
に
地
元
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は
入
っ

て
い
な
い
。
広
い
目
で
西
日
本
新
聞
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
。

Ｑ

人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
の
に
人
口
の

動
態
の
把
握
は
不
可
欠
で
あ

り
、
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
地
域
の
産
業
と
雇
用

の
場
の
開
発
対
策
を
。

Ａ

市

長

雇
用
の
場
づ
く
り

誘
致
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
出
来
る
限
り

の
支
援
を
心
掛
け
て
い
く
。

企
業
の
発
掘
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

①
人
口
減
の
要
因
は
末
婚
化
、
晩
婚
化
、

晩
産
化
等
に
よ
る
出
生
数
の
減
少
。
若
い

世
代
の
結
婚
、
出
産
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
る
社
会
環
境
づ
く
り
の
改
善
。

②
保
育
料
・
児
童
医
療
費
の
補
助
の
拡
大

改
善
等
、
第
二
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
、

小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
の

改
善
は
考
慮
さ
れ
な
い
か
。

Ａ

市

長

総
合
戦
略
に
盛
り
込
む

①
結
婚
応
援
隊
事
業
を
推
進
し
島
民
全
体

で
結
婚
を
応
援
し
て
い

き
た
い
。

②
環
境
改
善
で
は
第
二

子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
を
検
討
し
た
い
。
小

学
６
年
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
医
師
会
と
の
相
談
も

必
要
な
た
め
研
究
・
検

討
し
た
い
。
い
ず
れ
も
、

総
合
戦
略
に
で
き
る
だ

け
具
体
的
施
策
と
し
て

盛
り
込
み
た
い
。

Ｑ

国
境
離
島
新
法
の
支
援

離
島
住
民
に
と
っ
て
は
重
要
法
案
で
、

全
国
３０
の
離
島
、
県
内
３
市
２
町
の
離
島

民
が
今
国
会
成
立
を
目
指
し
て
い
る
。

市
・
市
議
会
と
し
て
、
支
援
の
必
要
は
。

Ａ

市

長

新
法
制
定
に
努
め
る

離
島
国
境
新
法
は
重
要
な
法
案
で
あ
り
、

全
国
の
離
島
を
含
め
、
県
内
の
壱
岐
・
対

馬
・
五
島
の
三
市
二
町
が
連
携
を
国
の
法

案
成
立
に
向
け
努
力
す
る
。
議
会
に
も
側

面
か
ら
支
援
を
。

Ｑ

公
共
工
事
の
減
少
対
策

公
共
工
事
の
減
少
は
壱
岐
の
経
済
・
家

計
へ
影
響
し
て
い
る
。
建
設
業
協
会
２３
社

の
事
業
費
は
平
成
１０
年
１
５
７
億
、
２６
年

５４
億
で
１
／
３
の
減
少
。
従
業
員
も
平
成

１０
年
８
９
８
名
が
、
今
年
４
９
１
名
で
半

減
し
て
い
る
。
会
社
役
員
２０
％
カ
ッ
ト
、

従
業
員
の
解
雇
、
自
宅
待
機
等
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

施
策
を
な
す
べ
き
。

Ａ

市

長

公
共
工
事
の
減
少
は
認
識

今
年
度
、
４
庁
舎
の
耐
震
化
改
修
と
長

寿
命
化
策
、
老
朽
化
の
公
共
施
設
、
芦
辺

小
学
校
の
新
築
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
２３

施
設
等
の
計
画
。
合
併
特
例
債
で
平
成
２６

年
度
ま
で
２
０
４
億
円
活
用
済
み
。
残
り

４４
億
円
を
活
用
し
た
い
。

Ｑ

物
産
館
建
設

観
光
・
雇
用
対

策
と
し
て
、
湯
の

本
温
泉
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
６

次
化
の
加
工
販
売
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
専

門
店
、
図
書
館
を

併
設
し
た
物
産
館

建
設
を
。

Ａ

市

長

物
産
館
は
抵
抗
あ
り

類
似
施
設
等
は
あ
り
雇
用
と
壱
岐
産
品

の
販
売
等
、
壱
岐
の
魅
力
発
信
に
寄
与
し

て
い
る
。
他
に
特
産
品
の
マ
グ
ロ
、
イ
カ

等
の
専
門
店
は
欲
し
い
。

Ｑ

肉
用
牛
の
緊
急
増
頭
対
策

子
牛
不
足
に
よ
る
高
値
が
続
い
て
い
る
。

国
は
増
頭
奨
励
金
、
荒
廃
地
へ
の
放
牧
等
、

緊
急
予
算
化
を
打
ち
出
し
た
。
早
急
に
具

体
策
を
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
Ｊ
Ａ
自
ら
２
０
０

頭
規
模
の
牛
舎
建
設
の
支
援
を
。

Ａ

市

長

Ｊ
Ａ
に
期
待
し
て
い
る

国
の
和
牛
増
頭
制
度
は
壱
岐
に
は

む
つ
か
し
い
。
Ｊ
Ａ
が
２
０
０
頭
の

経
営
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
応
援

は
し
た
い
。

市
山

繁
議
員

物産品売り場

壱岐病院
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一 般 質 問

赤
木

貴
尚
議
員

Ｑ

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法「
特
定
空
き
家
」

認
定
に
つ
い
て

政
府
の
平
成
２７
年
５
月
２６

日
に
施
行
さ
れ
た
「
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
」で
は「
特

定
空
き
家
」
に
認
定
さ
れ
れ

ば
除
去
、
修
繕
、
等
の
指
導

が
で
き
所
有
者
が
勧
告
、
命

令
に
従
わ
な
い
と
き
は
市
が

行
政
代
執
行
出
来
る
、旧
交
通
ビ
ル
を「
特

定
空
き
家
」
と
し
て
認
定
調
査
し
て
は
ど

う
か

Ａ

市

長

所
有
者
と
会
っ
て
話
す

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
壱

岐
市
空
き
家
等
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

の
根
拠
が
明
確
に
な
り
、
手
続
き
強
化
に

繋
が
る
。
す
で
に
「
特
定
空
き
家
」
と
し

て
認
定
し
、
勧
告
等
の
措
置
を
講
じ
て
い

る
。

Ｑ

商
業
振
興
に
つ
い
て

創
業
支
援
へ
認
定
市
区
町
村
の
申
請
に

つ
い
て

市
区
町
村
が
創
業
者
と

連
携
し
て
策
定
す
る
創
業

支
援
事
業
計
画
は
、
平
成

２７
年
５
月
現
在
５
４
７
件

６
０
５
市
区
町
村
（
長
崎

県
は
１１
市
）
壱
岐
市
は
認

定
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
な
ぜ
、
申
請
し
な

い
の
か

①
壱
岐
市
は
い
つ
申
請
を

行
う
の
か

②
働
く
場
の
創
出
の
考
え
は

③
壱
岐
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
業
支
援
の
考
え
は

Ａ

市

長

早
急
に
対
処
す
る

①
７
月
に
認
定
申
請
を
行
う
。

②
市
外
か
ら
企
業
誘
致
、
市
内
は
創
業
起

業
の
促
進
。

③
壱
岐
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
創
業
支

援
を
行
う
。 シャッター街
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議案と審議結果一覧表（４月～６月会議）
開催月 番 号 議 案 内 容 付託委員会 本会議採決結果

４月 議案第４５号 長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について 省略 ４／１ 可決

５月

議案第４６号 平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第２号） 省略 ５／１１ 可決

報告第２号 壱岐市税条例等の一部改正に係る専決処分の報告について － ５／１１ 報告済

報告第３号 壱岐市国民健康保険税条例の一部改正に係る専決処分の報告ついて － ５／１１ 報告済

６月

議案第４７号 壱岐市地域防災計画の修正について 総務文教厚生 ６／３０ 可決

議案第４８号 壱岐市景観条例の制定について 産業建設 ６／３０ 可決

議案第４９号 壱岐市立特別養護老人ホーム条例の廃止について 総務文教厚生 ６／３０ 可決

議案第５０号 財産の無償譲渡について 総務文教厚生 ６／３０ 可決

議案第５１号 財産の無償貸付について 総務文教厚生 ６／３０ 可決

議案第５２号 市道路線の廃止について 産業建設 ６／３０ 可決

議案第５３号 市道路線の認定について 産業建設 ６／３０ 可決

議案第５４号 平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第３号） 予算特別委員会 ６／３０ 可決

議案第５５号 平成２７年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 総務文教厚生 ６／３０ 可決

議案第５６号 平成２７年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 ６／３０ 可決

議案第５７号 平成２７年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 ６／３０ 可決

報告第４号 平成２６年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）の専決処分の報告について － ６／１９ 報告済

報告第５号 平成２６年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）の専決処分の報告
について － ６／１９ 報告済

報告第６号 平成２６年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第５号）の専決処分の報告について － ６／１９ 報告済

報告第７号 平成２６年度壱岐市一般会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告について － ６／１９ 報告済

報告第８号 平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告について － ６／１９ 報告済

報告第９号 平成２６年度壱岐市下水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告について － ６／１９ 報告済

請願第１号 へき地保育所における公平な延長保育の実施についての請願 総務文教厚生 ６／３０ 採択

請願第２号 へき地保育所における公平な延長保育の実施についての請願 総務文教厚生 ６／３０ 採択

要望第１号 離島航路における海上高速交通体系の維持についての要望 産業建設 ６／３０ 採択

要望第２号 壱岐市奨学金貸与制度（併給）及び医療専門学校の修学資金制度の改善、見直しにつ
いての要望 総務文教厚生 ６／３０ 採択

要望第３号 壱岐市の上水道料金及び下水道料金を市内全て更改平等の取り扱いについての要望 産業建設 ６／３０ 採択

発議第３号 ICT 推進特別委員会の設置に関する決議について 省略 ６／３０ 可決
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筒城浜ふれあい
広場ジョギング

コースの整備、待ち望ん
でいました。広大な広場の周

回コースで、繰り広げられる駅伝大会
…最高です�現在はウオーキングに利
用させて頂いています。ひとつお願い
です。白砂八幡の鳥居前から周回コー

スに入る部分も整備してく
ださいませんか。

６０歳 女性

新年度が始ま
り子供達も元気に登校

しておりますが、学校が抱
えている色々な問題を PTA総会で
知り驚いています。給食費の未納を
はじめ先生方だけでは、とても解決
できるものではないと思いました。

学校と議会は畑違いだと思
いますが…。

３８歳 女性

私の住む地域で
は、年に１回秋に除草作

業（道作り）が行われていま
すが、高齢の方も多く…十分であ
りません。市の方で…お願い
できないでしょうか？

４４歳 女性

先日、子供た
ちと弁天崎公園へ行く。

島外に住むお孫さんを連れ
たおじいさんが壱岐は観光地で、と
ても住み良い町と聞いていたが、汚
いといきなり言われがっかり。遊び
場も草が生い茂り道路も草木が覆い

被さり観光客の印象度ゼロ
だよと…残念。

６４歳 男性

この４月から壱
岐で働いています�私の

地元のように人の温かさやぬ
くもりがありとても住みやすいで
す�今後は、もっと若いパワーが
増えるといいです。

２４歳 女性

壱岐の島を、す
てきな島、住みやすい島、

人が集まる島にするためにも
若い人達に活気を持たせて働く場
所を作ってほしいと思います。
よろしくお願いします。

６８歳 男性

壱岐に来て１年
が過ぎました。初めはど

こへ行くにも迷いましたが、
迷ったおかげで、だいぶ色々な所
を覚えました。今年は、スキュー
バをやってみたいなあ。

３５歳 女性

「議会だより第４５号」クイズ
応募者よりいただいたご意見ご感想です。

（応募者２５人中 正解者２２人）

今、二人の子育
てをしていますが、雨の

日にどこにも遊びに行けず、
家の中がほとんどです。たまに「か
ざはや」を利用しますが、土日で
も室内遊びができる施設を増
やしてほしいです。

３１歳 女性

壱岐市議会だより ２０１５年第４６号 15



壱岐郷ノ浦祇園山笠

壱
岐
市

第
46
号

議
会
だ
よ
り

議会だよりクイズ

編集後記

クイズに答えて図書カード（1,000円）が当たります。
皆さんのご応募待ってま～す!! この議会だよりの中に

答えがありますので、
最初から最後まで良く
読んでみてください。

壱岐市

Q1 平成２７年 壱岐市
子ども議会を○月
○日に開催します。

Q3 縁結びしてくれた方に１組
につき「○○万円」の成婚
奨励金を差し上げます。

Q2 めざす５つの『０』は、
「いじめ」「不登校」
「○○」「児童生徒の
事故」「不祥事」

《個人情報の取り扱いについて》
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の目的以外には利用いたしません。

《応募方法》 クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、市政へのご意見・ご要望などお
書き添えください。
ご意見などは、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹介
させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード１，０００円分をお
贈りします。（当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》 〒８１１－５５２１
壱岐市勝本町西戸触１８２－５ 壱岐市議会事務局 宛

《しめきり》 平成２７年９月３０日（当日消印有効）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

赤
木

貴
尚

副
委
員
長

久
間

進

委
員

牧
永

護

豊
坂

敏
文

深
見

義
輝

土
谷

勇
二

第２５回クイズの答え

①長崎県壱岐 ② ICT ③朝来
応募総数２５人中、２２人が全問正解

第２５回クイズの当選者

坂下 紗江様 岡部 幸代様
岡口 利幸様 草野 優子様
稲本 節子様 （順不同）
おめでとうございます！

第26回

お知らせ
壱岐市ホームページ
http://www.city.iki.nagasaki.jpの市議会
のインデックス（見出し）を検索すると、市長行
政報告および議員の一般質問の音声を生で聞く
ことができます。また市議会会議録は、議会事
務局・市役所本庁（総務課）・各庁舎（市民生活
班）・各図書館で閲覧できます。ご利用ください。

公職選挙法の規定について
お中元・お歳暮や、祝儀・見舞
い等の金品を送ることや、暑
中見舞い・年賀状などの挨拶
状や有料の広告は禁止されて
おります。市民みなさまのご
理解とご協力をお願い申し上
げます。壱岐市議会議員一同

編集 議会広報特別委員会

〒811-5521
長崎県壱岐市勝本町西戸触182-5
TEL：0920-42-1111
FAX：0920-42-0096

【E-mail】iki-gikai@city.iki.lg.jp
【URL】http://www.city.iki.nagasaki.jp

新
庁
舎
建
設
問
題
も
落
ち
着
く
と

こ
ろ
へ
落
ち
着
き
、
議
会
も
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
、
元
の
議
会
に
戻
っ

た
気
が
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
・
各
常
任
委
員
会

委
員
長
・
副
委
員
長
・
広
報
委
員
等
、

任
期
二
年
間
の
た
め
八
月
に
は
新
し

い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
広

報
委
員
六
名
も
二
年
間
市
民
の
皆
様

に
親
し
み
を
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
来
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た

か
。
九
月
議
会
後
の
議
会
だ
よ
り
の

発
行
は
新
し
い
委
員
で
行
わ
れ
ま
す
。

よ
り
以
上
の
ご
愛
読
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

二
年
間
、
本

当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

久
間

進

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。


